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§１．研究成果の概要 

 

 本研究では、社会的関係性を備えた人同士の親しみある触れ合いに伴う時空間近傍での相互

作用を解明し、それらをアルゴリズムレベルで計算・再現する計算論、Computational social touch

の確立を目指している。この目的を達成するため、「ソーシャルタッチのセンシング技術」と「ロボット

によるソーシャルタッチ技術」の、2 つの研究を進めた。 

具体的には、タッチセンサの改良を進め、無線化・ノイズにロバストなシステム開発を進めるととも

に、各種ロボットにタッチセンサを取り付ける改良を進めた。接触動作を通じたより複雑な感情を表

現する手法や、VR 空間上での触れ合いに関する実験を可能にする取り組みも進めた。人・ロボッ

トの触れ合いがホルモン分泌にどのような影響があるかを明らかにするため，ロボットからのソーシ

ャルタッチが痛みへの耐性にどのような影響をもたらすかを検証する取り組みや、物理空間と仮想

空間における触れ合いインタラクションに対する認知の違いを解明する取り組みも進めた。さらに、

最終年度において予定している Moffuly を用いた保育現場での実証実験に向けて，子どもたちを

対象により心地よい感覚を伝えるための抱擁動作の研究開発にも取り組んだ。並行して、より高齢

者にとって扱いやすい振る舞いを行う赤ちゃん型ロボット、『にこにこ「ひろちゃん」』の開発を行い、

高齢者施設での長期的な実験を実施した。 

社会・経済に波及する成果として、開発を続けてきたタッチセンサの改良を推し進め、一般の

人々でも簡単に利用できるように基板の開発を行った。当該技術はテック・ビジネス・アクセラレー

タ SUITCH（公益財団法人大阪産業局主催のイベント）に技術シーズとして採択され、スタートアッ

ププログラムに活用された。タッチセンサを活用したビジネスアイデアの一つが表彰されるなど、当

該技術の高い波及効果を示すことが出来た。 
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§２．研究実施体制 

 

（１）塩見グループ 

① 研究代表者：塩見 昌裕 （国際電気通信基礎技術研究所インタラクション科学研究所 室

長） 

② 研究項目 

・ソーシャルタッチの計算論的解明とロボットへの応用に向けた研究開発 

 

（2）中江グループ 

① 主たる共同研究者：中江 文（大阪大学大学院生命機能研究科 特任教授） 

② 研究項目 

・ソーシャルタッチに関する脳関連活動・生理的尺度の開発と検証 
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